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岩
田
　
展
幸
（
い
わ

た
・
の
ぶ
ゆ
き
）
平
成
７

年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

卒
業
、
同
12
年
同
大
学
院

理
工
学
研
究
科

物
理
学
乃
応
用

物
理
学
博
士
後
期
修
了
。

博
士
（
工
学
）。
日
本
大

学
理
工
学
部
助
手
、
専
任

講
師
を
経
て
平
成
25
年
か

ら
現
職
。
応
用
物
理
学

会
、
電
子
情
報
通
信
学

会
、
日
本
Ｍ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ
Ｒ

Ｓ
（
材
料
科
学
関
連
の
学

術
団
体
）、
フ

ラ
ー
レ
ン
・
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
・
グ
ラ
フ
ェ

ン
学
会
な
ど
に
所
属
。
若

手
研
究
者
賞
を
受
賞
。
愛

知
県
出
身
、
41
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

貿
易
財
の
規
格
統
一
が
国
際
取
引

増
や
す�

経
済・井
尻 

直
彦
教
授

革
新
的・多
機
能
な
新
デ
バ
イ
ス
を

創
世
す
る�

理
工・岩
田 

展
幸
准
教
授

　

井
尻
　
直
彦
（
い
じ

り
・
な
お
ひ
こ
）
平
成
４

年
日
本
大
学
経
済
学
部

卒
、
10
年
経
済
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

満
期
退
学
。
英

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
よ
り

修
士
（
経
済
学
）。
11
年

静
岡
英
和
女
学
院
短
大
専

任
講
師
、
15
年
日
本
大
学

経
済
学
部
専
任
講
師
、
18

年
准
教
授
、
25
年
教
授
。

専
攻
は
国
際
経
済
論
。
23

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
パ

リ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

本
部
で
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
。
著
書
に
『
産

業
集
積
と
新
し
い
国
際
分

業
』（
共
著
）
な
ど
。
東

京
都
出
身
。
46
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

非
関
税
障
壁
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
阻
害

膨
大
な
デ
ー
タ
解
析
し
、仮
説
立
証
へ

　
「『
貿
易
立
国
』
と
い
わ
れ

る
日
本
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
で
韓
国
や
中
国
に
後
れ

を
と
っ
て
い
ま
す
。
国
際
経

済
学
の
視
点
か
ら
考
え
る

　

専
門
分
野
は
電
気
・
電
子

材
料
の
設
計
・
作
製
と
ナ
ノ

デ
バ
イ
ス
応
用
で
、
材
料
を

作
っ
て
次
世
代
の
デ
バ
イ
ス

に
応
用
す
る
も
の
。
そ
の
材

料
は
自
然
界
に
存
在
し
な
い

よ
う
な
特
殊
な
材
料
で
、
原

子
レ
ベ
ル
で
設
計
し
た
通
り

に
作
り
上
げ
る
と
色
々
な
特

性
が
出
る
。
そ
れ
ら
の
原
子

は
多
機
能
を
持
つ
ス
マ
ー
ト

マ
テ
リ
ア
ル
（
次
世
代
の
材

料
）
で
、
材
料
の
開
発
を
行

う
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

研
究
は
「
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
と
作
製
。
物
理

現
象
解
析
及
び
革
新
的
多
機

能
新
デ
バ
イ
ス
の
創
世
」
で

と
、
も
っ
た
い
な
い
。
成
長

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。
日
本
は
経
済
規
模
に

比
べ
貿
易
額
が
少
な
い
。
輸

そ
の
一
つ
が
「
ヘ
テ
ロ
接
合

界
面
を
有
す
る
人
工
超
格
子

及
び
積
層
膜
の
作
製
」
で
あ

る
。
ヘ
テ
ロ
接
合
と
は
電
気

入
を
阻
む
非
関
税
障
壁
が
一

因
で
は
な
い
か
。
こ
の
発
想

を
き
っ
か
け
に
、「
国
際
規

格
が
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
を

実
証
的
に
調
べ
て
い
ま
す
」。

主
要
な
研
究
課
題
は
「
国
際

規
格
の
普
及
と
企
業
の
グ
ロ

ー
バ
ル
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
進
展
」。
科
学
研
究
費
助

成
事
業
（
科
研
費
）
の
支
援

を
得
て
、
平
成
24
～
26
年
度

の
３
年
間
で
取
り
組
む
。

　
「
国
際
規
格
は
一
定
の
品

質
保
証
と
な
り
、
発
展
途
上

国
が
輸
出
を
し
や
す
く
な
り

ま
す
」。
先
進
国
の
企
業
に

も
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。
東
ア

ジ
ア
で
行
わ
れ
る
国
際
分
業

的
磁
気
的
性
質
の
異
な
る
異

種
材
料
を
重
ね
る
こ
と
。
こ

の
材
料
を
１
０
０
億
分
の
１

ｍ
と
い
う
原
子
レ
ベ
ル
や
ナ

ノ
レ
ベ
ル
（
10
億
分
の
１

ｍ
）
で
制
御
し
な
が
ら
人
工

超
格
子
を
作
製
す
る
。

　

人
工
超
格
子
は
二
つ
以
上

の
異
な
る
物
質
を
交
互
に
積

層
さ
せ
た
と
き
に
で
き
る
も

の
。
扱
う
材
料
は
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
系
酸
化
物
で
、
用
い

る
原
子
に
よ
っ
て
様
々
な
性

質
を
示
す
。
異
な
っ
た
材
料

を
重
ね
る
場
合
に
特
殊
な
界

面
が
で
き
、
電
気
的
・
磁
気

的
な
相
互
作
用
に
よ
り
新
規

の
性
質
が
誘
い
出
さ
れ
る
。

「
電
流
が
流
れ
な
い
電
場
で

磁
気
的
性
質
を
制
御
で
き
れ

ば
、
熱
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ロ

ス
す
る
ジ
ュ
ー
ル
熱
の
損
失

を
大
幅
に
減
少
で
き
る
た
め

低
消
費
電
力
の
メ
モ
リ
を
作

製
で
き
ま
す
」
と
語
る
。
こ

の
材
料
は
強
誘
電
性
・
強
磁

性
の
性
質
に
加
え
、
電
界
で

磁
気
的
な
性
質
も
制
御
で
き

る
た
め
、
革
新
的
で
多
機
能

な
新
デ
バ
イ
ス
と
な
る
。

　

材
料
設
計
で
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
用
い
た
計
算
で
も
行

わ
れ
、
実
験
で
材
料
を
作
製

す
る
前
に
計
算
に
よ
っ
て
特

殊
な
機
能
が
現
れ
る
か
を
検

証
し
て
い
る
。
ま
た
「
物
質

が
持
つ
性
質
の
評
価
と
比
較

し
て
特
異
な
物
性
が
ど
こ
に

起
因
し
て
い
る
か
も
明
ら
か

に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

特
殊
な
材
料
の
設
計
を
実
験

と
理
論
の
両
面
か
ら
行
い
、

何
が
面
白
い
性
質
を
作
り
出

す
原
因
か
を
探
る
研
究
を
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

あ
る
。
単
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｔ
）
は

有
機
材
料
の
一
つ
で
、
蜂
の

巣
状
（
六
角
形
格
子
構
造
）

に
整
列
し
た
１
原
子
厚
さ
の

炭
素
原
子
シ
ー
ト
（
グ
ラ
フ

ェ
ン
シ
ー
ト
）
を
巻
く
と
Ｓ

Ｗ
Ｎ
Ｔ
に
な
る
。

　

グ
ラ
フ
ェ
ン
シ
ー
ト
の
巻

き
方
は
「
カ
イ
ラ
リ
テ
ィ
」

と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
巻
き
方

で
金
属
や
半
導
体
に
な
り
、

電
気
的
性
質
は
様
々
に
変
化

す
る
。
こ
の
う
ち
、
電
気
特

性
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
）
が
均
一
な
半
導
体
性
の

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｔ
を
制
御
し
て
作
製

す
る
も
の
。
研
究
室
で
は
、

自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
（
Ｆ
Ｅ

Ｌ
）
と
い
う
特
殊
な
超
短
パ

ル
ス
光
を
照
射
し
て
カ
イ
ラ

リ
テ
ィ
制
御
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
制
御
が
可
能
な
こ

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

Ｆ
Ｅ
Ｌ
照
射
に
よ
る
カ
イ
ラ

リ
テ
ィ
制
御
と
併
せ
て
、
超

高
速
・
超
高
密
度
・
超
低
消

費
電
力
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｔ
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
を
作
製
中
で
あ
る
。

学
生
と
海
外
で
実
験
を

　

授
業
の
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

は
３
年
生
後
期
で
研
究
室
が

仮
に
決
ま
り
、
４
年
生
は
卒

業
論
文
に
向
け
て
輪
講
（
学

習
）
や
実
験
な
ど
を
行
い
、

中
間
報
告
を
経
て
翌
年
２
月

に
卒
論
発
表
が
行
わ
れ
る
。

研
究
室
で
は
学
園
祭
に
「
山

の
家
」
を
出
店
し
、
学
生
た

ち
は
議
論
し
な
が
ら
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
実
施
し
て

い
く
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・

実
行
力
・
協
調
性
・
計
画
力

な
ど
を
身
に
つ
け
、
卒
業
生

と
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
学
生
た
ち
に
望

む
こ
と
は
「
自
分
で
考
え
て

行
動
し
、
発
言
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
語
る
。

　

学
内
外
で
の
研
究
会
、
学

会
、
国
際
会
議
な
ど
に
出
席

す
る
機
会
が
多
く
、
日
々
忙

し
い
身
で
あ
る
が
、
熱
心
に

語
る
言
葉
は
、
ま
さ
に
研
究

者
そ
の
も
の
。

　

学
生
に
海
外
経
験
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
も
含
め
、
新
材

料
設
開
発
分
野
で
は
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
大
学
オ
ラ
ン
ダ
・

ス
イ
ス
で
一
緒
に
実
験
を
行

っ
て
い
る
。

半
導
体
を
作
る
巻
き
方

　

二
つ
目
は
「
超
高
速
・
超

高
密
度
・
超
低
消
費
電
力
単

層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
作
製
」
で

を
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
。

そ
れ
が
日
本
企
業
の
め
ざ
す

べ
き
道
で
は
な
い
か
。

　

１
９
９
５
年
の
世
界
貿
易

日
欧
が
酒
税
論
争

　

韓
国
は
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
自

由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を

締
結
。「
日
本
も
Ｅ
Ｕ
と
の

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

締
結
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

が
、
Ｅ
Ｕ
側
は
乗
り
気
で
な

い
。
日
本
が
欧
州
製
品
を
差

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
設
立
で
関

税
の
撤
廃
や
引
き
下
げ
が
進

ん
だ
。
た
だ
、
自
由
貿
易
を

妨
げ
る
の
は
関
税
だ
け
で
は

な
い
。
規
格
の
乱
立
、
国
に

よ
っ
て
異
な
る
規
制
と
い
っ

た
「
非
関
税
障
壁
」
も
貿
易

の
阻
害
要
因
だ
。

別
的
に
扱
っ
て
い
る
と
み
て

い
る
か
ら
で
す
」

　

日
本
政
府
は
ベ
ル
ギ
ー
な

ど
一
部
の
欧
州
産
ビ
ー
ル
を

「
発
泡
酒
」
に
区
分
。「
Ｅ

Ｕ
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が

低
下
す
る
と
反
発
し
て
い
ま

す
」。
し
か
も
、
ビ
ー
ル
並

る
。
完
全
な
一
本
化
は
無
理

で
も
、
極
力
近
づ
け
る
。
国

際
規
格
と
の
調
和
（
ハ
ー
モ

ナ
イ
ズ
）
が
目
標
だ
。

　

井
尻
教
授
が
取
り
組
ん
だ

の
は
、
規
格
の
分
類
コ
ー
ド

で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
国
際
規
格

分
類
）
と
貿
易
財
ご
と
に
番

教
授
の
関
連
表
だ
。

　
「
国
際
規
格
が
新
た
に
つ

く
ら
れ
た
り
、
す
で
に
あ
る

国
際
規
格
に
各
国
の
独
自
規

格
が
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た

り
す
れ
ば
、
輸
出
入
が
活
発

に
な
る
。
定
性
的
に
は
分
か

っ
て
い
た
が
、
定
量
的
に
把

握
す
る
手
段
が
な
か
っ
た
」

　

Ｈ
Ｓ
は
各
国
の
通
関
業
務

で
使
わ
れ
て
い
る
。
関
連
表

で
、
通
関
デ
ー
タ
と
対
照
さ

せ
て
国
際
規
格
が
貿
易
に
与

え
る
影
響
を
調
べ
る
手
が
か

り
が
で
き
た
。
た
だ
、
こ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
。「
Ｈ
Ｓ

と
個
別
の
規
格
と
を
直
結
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

貿
易
財
等
は
Ｈ
Ｓ
で
約
５

５
０
０
件
、
国
際
規
格
は
２

０
１
１
年
末
で
約
２
万
６
千

あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
全

て
の
国
際
規
格
と
全
貿
易
財

を
直
結
す
る
の
は
膨
大
な
時

間
が
必
要
。「
そ
こ
で
、
機

械
工
業
品
に
つ
い
て
試
行
的

に
直
結
し
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
国
際
規
格
が
で
き
る

と
、
そ
の
財
は
、
主
に
途
上

国
間
で
取
引
が
増
え
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
」

ス
パ
コ
ン
活
用
も

　
「
次
の
段
階
で
は
、
約
１

千
の
財
に
つ
い
て
、
１
５
０

～
２
０
０
カ
国
を
対
象
に
、

時
系
列
で
計
量
分
析
し
ま

す
」。
各
国
が
他
の
１
５
０

カ
国
と
行
う
輸
出
入
を
、
財

ご
と
に
調
べ
る
と
、
天
文
学

的
な
計
算
量
に
な
る
。「
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

扱
う
理
系
の
研
究
者
の
協
力

を
得
る
な
ど
し
て
、
効
率
的

な
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
」

と
、
作
戦
を
練
る
。

　

日
本
が
市
場
開
放
す
れ

ば
、
相
手
国
も
そ
れ
に
対
応

し
て
非
関
税
障
壁
を
見
直

す
。
品
質
が
保
証
さ
れ
た
中

間
財
や
部
品
を
、
海
外
調
達

で
き
れ
ば
日
本
企
業
も
コ
ス

ト
を
削
減
で
き
る
。
国
際
規

格
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
証
し
よ

う
と
い
う
意
欲
的
な
研
究

だ
。

み
の
高
い
酒
税
が
課
さ
れ
る

も
の
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
平
成

26
年
末
の
対
日
交
渉
で
、
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
規
格
の
統
一
も

め
ざ
す
。
貿
易
財
・
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
各
国
の
個
別
規

格
を
、
国
際
規
格
に
合
わ
せ

研究に演算能力の高いコンピューターは
不可欠

様々な機械や装置を用いて、岩田准教授は先
端材料の研究を行っている

学部生に経済統計の基礎を講義

原子レベルで設計して作製
先端材料の開発研究

特殊な材料が様々な性質を発現
り
振
る
。
番
号
を
入
力
す
れ

ば
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化

機
構
）コ
ー
ド
や
Ｊ
Ｉ
Ｓ（
日

本
工
業
規
格
）
な
ど
複
数
の

規
格
を
一
括
検
索
で
き
る
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
Ｈ
Ｓ
の

番
号
体
系
は
全
く
異
な
る
。

Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド
が
分
か
っ
て

も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｓ
を
探
す
の
は
難
し
い
。
両

者
を
結
び
付
け
た
の
が
井
尻

毎年２〜3週間、学生を連れてオランダ
の大学で実験を実施

号
を
付
さ
れ

た
Ｈ
Ｓ
６
桁

コ
ー
ド
（
以

下
Ｈ
Ｓ
）
を

接
続
す
る

「
関
連
表
」

の
作
成
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
も

Ｈ
Ｓ
と
同

様
、
財
な
ど

の
種
類
ご
と

に
番
号
を
割

と
を
立
証

し
た
。

　

現
在

は
、
１
μ

ｍ
あ
た
り

１
０
０
本

の
Ｓ
Ｗ
Ｎ

Ｔ
（
髪
の

毛
の
表
面

に
約
２
万

本
）
を
基

板
面
内
に

並
べ
て
作
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